
宇部工業高等専門学校
令和４年度数理・データサイエンス・AI

教育プログラム自己点検・評価

実施日 ：令和５年３月１４日（火）
会議名称：機関評価室会議
開催場所：宇部工業高等専門学校



認定申請の観点による評価
認定申請の観点 内部

評価 評価理由
数理・データサイエンス・AIを「学ぶ楽しさ」
「学ぶことの意義」に対する理解 B

本プログラムを構成する科目は、モデルカリキュラムのリテラシーレベルに準じた内容としながら、実社
会で情報やAIがどのように活用されているか、先進的な事例に触れながら授業を行っている。また、全学
科共通科目だけではなく、各学科による専門に関連するデータを用いた演習・実習を含むことで、学生に
数理・AI・データサイエンスを身近なものと感じさせ、「学ぶ楽しさ」や「学ぶことの意義」を理解させ
る工夫をしている。ただ、導入したばかりなので、学生の様子を伺いながら改善できる余地はある。

アンケートによる学生の理解度確認

B
教育プログラムは令和４年度の１年生から適用される。１年生を対象として理解度アンケートを第３学期
末に実施した。1年生の学習で焦点を置いている「Q1データ・AI技術は私たちの生活に密接に結びついてお
り、これにより社会や日常生活が大きく変化したことを説明できますか？」「Q4データ・AI技術を利活用
する際に求められるモラルや倫理について理解しており、データを守るために必要な事項を説明できます
か？」という問いについては理解が高い傾向である。データサイエンス・AI技術の基本的な手法について
は学習が進んでいないため、理解度は高くないが、系統的な学習での理解向上が期待できる。

教育内容・水準を維持・向上しつつ、より「分か
りやすい」授業とすること

A
授業内容についてはシラバスに明記し、シラバスの相互点検を実施することで学習内容・水準を維持・向
上できる仕組みを整備している。全学科共通科目のジェネリックスキルについては教務部が総括してコン
テンツの調整を行っている。
各授業については、受講生に対して授業改善アンケートを実施し、教科担当が必要に応じて改善を行う仕
組みが整っている。
担当教員のスキルアップを図るために学外の研修に派遣している（令和4年度は2名を派遣）。

教育プログラムの履修・修得状況 A 教育プログラムは全て必修科目から構成され、令和４年度の１年生から適用される。令和４年度１年生の
履修率は100％である。

教育プログラム修了者の進路、産業界からの視点
を含めた教育プログラム内容・手法等への意見 －

教育プログラムは令和４年度の１年生から適用される。修了者が卒業していないため、本項目は評価でき
ない。

A：十分満足している
B：満足している
C：改善を要する

評価基準
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参考資料：１年生を対象としたアンケート調査結果
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認定制度の審査項目 1/3
審査項目 モデルカリキュラム

対応箇所
授業科目
（週）

内部
評価 評価理由

現在進行中の社会変化（第４次産
業革命、Society 5.0、データ駆動
型社会等）に深く寄与しているも
のであり、それが自らの生活と密
接に結びついている

導入
1-1．社会で起きている

変化
1-6．データ・AI利活用

の最新動向

○GSⅠ(9)
□GSⅣ(12) A

学習内容（到達目標）が整合している。
○データ・AIによって、社会および日常生活が大きく変化し、かつ自らの生活
に密接に結びついていることを説明できる。
□専門分野におけるデータ・AIの利活用技術について、説明できる。

「社会で活用されているデータ」
や「データの活用領域」は非常に
広範囲であって、日常生活や社会
の課題を解決する有用なツールに
なり得るもの

導入
1-2．社会で活用されて

いるデータ
1-3．データ・AIの活用

領域

○GSⅠ(9)
□GSⅢ(7) A

学習内容（到達目標）が整合している。
○データ・AIによって、社会および日常生活が大きく変化し、かつ自らの生活
に密接に結びついていることを説明できる。
□データ・AI利活用における具体的な事例をもとにして、現場では複数の技術
が組み合わされて実現していることを説明できる。

様々なデータ利活用の現場におけ
るデータ利活用事例が示され、
様々な適用領域（流通、製造、金
融、サービス、インフラ、公共、
ヘルスケア等）の知見と組み合わ
せることで価値を創出するもの

導入
1-4．データ・AI利活用

のための技術
1-5．データ・AI利活用

の現場

○GSⅠ(9)
□GSⅢ(7)
△GSⅣ(11) A

学習内容（到達目標）が整合している。
○データ・AIによって、社会および日常生活が大きく変化し、かつ自らの生活
に密接に結びついていることを説明できる。
□データ・AIの活用領域の広がりを理解し、データ・AIが社会の課題を解決で
きる基本的なツールであることを説明できる。
△データサイエンスやAI技術の基礎的な手法の概要を説明できる。

活用に当たっての様々な留意事項
（ELSI、個人情報、データ倫理、
ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏洩等、デー
タを守る上での留意事項への理解
をする

心得
3-1．データ・AI利活用

における留意事項
3-2．データを守る上で

の留意事項

○GSⅠ(10)
□GSⅠ(11)
△GSⅡ(12)
◇GSⅢ(6)
▽GSⅣ(11) A

学習内容（到達目標）が整合している。
○情報セキュリティの必要性および守るべき情報を認識し、個人情報とプライ
バシー保護の考え方についての基本的な配慮ができる。
□インターネット（SNSを含む）やコンピュータの利用における様々な脅威を
認識し、その脅威に対して実践すべき対策を説明できる。
△情報技術の進展が社会に及ぼす影響、個人情報保護法、著作権などの法律に
ついて説明できる。
◇高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫理との関わり
を説明できる。
▽情報セキュリティーの必要性、対策について説明することができる。

※GS:ジェネリックスキル A：十分満足している
B：満足している
C：改善を要する

評価基準
3



認定制度の審査項目 2/3
審査項目 モデルカリキュラム

対応箇所
授業科目
（週）

内部
評価 評価理由

実データ・実課題（学術データ等
を含む）を用いた演習など、社会
での実例を題材として、「データ
を読む、説明する、扱う」といっ
た数理・データサイエンス・ＡＩ
の基本的な活用法に関するもの

基礎
2-1．データを読む
2-2．データを説明する
2-3．データを扱う

○GSⅠ(4)
□GSⅠ(5)
△GSⅠ(6)
◇GSⅠ(8)
▼学科別専
門科目

A

学習内容（到達目標）が整合している。
○独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の確率を理解し、
簡単な場合について、確率を求めることができる。
□条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡単な場合につ
いて確率を求めることができる。
△1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差を求めることができる。
◇２次元のデータを整理して散布図を作成し、相関係数・回帰直線を求めるこ
とができる。

▼学科別専門科目
機械工学科

●4M計測
工学A
■4M工学
実験
▲3M情報
Ⅲ A

学習内容（到達目標）が整合している。
●有効数字と算術平均について理解した上で説明できる。誤差の伝播について
理解した上で説明できる。最小二乗法について理解した上で説明できる。測
定データの統計的処理における演習問題を解き、その内容を理解した上で説
明できる。
■データの測定、整理、解析方法などの様々な技法を正確に習得して正しい図
表の作成ができ、実験データと理論値を対比する事ができる。
▲ソート、探索のプログラムを作成できる。ファイルから取得したデータに対
してこれまでに学習した処理手法を活用してその結果をファイルに出力する
プログラムを作成できる。

▼学科別専門科目
電気工学科

●1E電気工
学序論A
■1E電気工
学序論C A

学習内容（到達目標）が整合している。
●エクセルを用いて、簡単な表とグラフを作成することができる。
■データ・AI技術の利活用に必要な基本的なスキルとして、データの種類につ
いて学ぶ。データ・AI技術の利活用に必要な基本的なスキルとして、データ
の種類について学ぶ。データ・AI技術の利活用に必要な基本的なスキルとし
て、エクセルを用いた簡単なデータ解析方法について学ぶ。

※GS:ジェネリックスキル A：十分満足している
B：満足している
C：改善を要する

評価基準
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認定制度の審査項目 3/3
審査項目 モデルカリキュラム

対応箇所
授業科目
（週）

内部
評価 評価理由

実データ・実課題（学術データ等
を含む）を用いた演習など、社会
での実例を題材として、「データ
を読む、説明する、扱う」といっ
た数理・データサイエンス・ＡＩ
の基本的な活用法に関するもの

▼学科別専門科目
制御情報工学科

●4S数値計算

A
学習内容（到達目標）が整合している。
●データのばらつき、観測データに含まれる誤差の扱い、データの打ち切りや
計算誤差に関して学ぶ。データのグラフ表現方法、回帰式の違いによるグラ
フ表示結果や誤差の比較について学ぶ。「最小二乗法」と「補完法」を適用
する際に、Python言語を用いて各アルゴリズムを実装する方法、結果の評価
について学ぶ。

▼学科別専門科目
物質工学科

●2C情報処理
Ⅱ

A
学習内容（到達目標）が整合している。
●表計算ソフトを利用したデータ整理の方法が理解できる。与えられた基本的
な問題を解くための適切なアルゴリズムを構築することができる。表計算ソ
フトについて説明ができる。表計算ソフトの基本操作ができる。表計算ソフ
トを利用したグラフ作成及びデータ解析方法が理解できる。表計算を利用し
た論理演算と進数変数のあらましが理解できる。構築したアルゴリズムを実
装することができる。

▼学科別専門科目
経営情報工学科

●3B統計学Ⅰ
■3B統計学Ⅱ
▲1B基礎情報
処理論Ⅰ
★3B経営情報
論

A

学習内容（到達目標）が整合している。
●データの性質を理解し、解析することができる。2つのデータの相関を求め、
その関係性を数値から説明することができる。
■回帰分析を理解し、どのような性質なのかを説明することができる。データ
の推定、検定をおこない、有意か有意でないかについて説明することができ
る。時系列データを見ながら、予測して傾向を説明することができる。
▲表計算ソフトを用いて基本操作、関数の使用方法を理解することができる。
★表計算ソフトを用いて、経済・経営データを分析することができる。

※GS:ジェネリックスキル A：十分満足している
B：満足している
C：改善を要する

評価基準
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